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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１３５　　２０１１年　５　月　１２　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５　
大震災・原発事故の被害、この国難を乗り越え、新しい日本をつくるために、日本共産党は、三つの国民的運動をよびかける。　　　　　　　　　　　　　　第１は、被災者支援と、復興のための国民的運動です。　　　　　　　　　　　　

せっかく助かった命をけっして犠牲にしてはなりません｡劣悪な避難生活をただちに改善し､なしうるあらゆる救援活動をさらに強化する｡復興にあたっては、「生活再建と地域社会の再建こそ、復興の土台」を、大前提にすべきです。「住まい」を再建すること、農業・漁業・中小企業を再建し「仕事」を保障すること、医療・介護・学校・保育園・自治体など「公共」を再建することが一体となって進んでこそ、生活再建、地域社会の再建は達成できます。復興の進め方は、「計画は住民合意で、実施は市町村と県・国が連携して、財政の大半は国の責任で」を、大原則にすべきです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２は、原発事故の収束に総力を、原発政策の根本的転換を求める国民的運動。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ福島原発事故が明らかにしたことは、一つは、いまの原発の技術は本質的に未完成で危険をはらんだものだということです。二つは、そうした施設を、世界有数の地震国であり、世界一、二の津波国である日本に集中立地することは、とりわけ危険きわまるものだということです。三つは、にもかかわらず歴代政府が、「安全神話」にしがみつき、繰り返しの警告を無視して安全対策をもたなかったことが、大事故につながったということです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
政府と東京電力はこの事故が「人災」であることをはっきり認め、「安全神話」と決別し正直で科学的な原子力行政へと転換し、東電は全面賠償の責任を果たす。そして、政府にたいして、原発からの撤退を決断すること、原発をゼロにする期限をきめたプログラムを策定することを強く求めます。　　　　　　　　　　　　

第３は、被災者支援・復興の取り組みと一体に、国民の暮らしと権利を守る「ルールある経済社会」をめざす国民的運動です。　　　　　　　　　　　　　　　

「自己責任」の名で、雇用・福祉・病院・防災・地方自治を破壊してきた「構造改革」路線では、国民の命を守れません。日常普段から人間らしい雇用、社会保障の充実、地方自治の発展のためにたたかい、暮らしと権利を守るルール、それを支えるネットワークをつくってこそ、災害にも強い社会となることが明らかにされました。　　　　　　　（今年の中央メーデー、日本共産党志位委員長のあいさつから）
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月２９００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　

水谷建設問題　陸山会事件　公判ヤマ場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｢２回に分けて計１億円を渡した」。民主党元代表の小沢一郎被告の資金管理団体「陸山会」の土地購入をめぐる政治資金規正法違反事件での元秘書３人の公判が大きなヤマ場を迎えています。中堅ゼネコン「水谷建設」元社長が小沢被告側への裏献金提供を証言。小沢被告自身の責任が免れられない事態となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

森功著「泥のカネ―裏金王・水谷功と権力者の饗宴」（文藝春秋）発売　　　　　　　　　　ｐ水谷建設のあくどい商法が暴露された。まじめに働いている建設・土木の労働者やダンプの運転手たちが気の毒だ。すでに「しんぶん赤旗」日曜版では、何度も１億円を水谷建設から小沢側に渡した事実を報道していた。今回、赤旗日曜版デスクと共同通信に水谷功自らが話していた事が明らかにされている。水谷建設の私たちの今まで知らなかった仕事内容も書かれている。北陸での手取川ダム工事、敦賀原発工事、福島県でやっていた事柄（福島第二原発）、北朝鮮での利権（船を所有し砂の販売）、重機取引（国内で使った重機を海外で販売し多額の利益を得る）等々です。亀井静香、野中広務、北川正恭、石原慎太郎らも登場する。カジノ狂い、芸能人とのつながりはひどい。最後に宴の一幕が下りようとしていると述べている。タイミングがまさに一致している。裁判にも注目だ。業界の談合・汚職に興味ある人にも一読をすすめたい。
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菅政権、大震災をよそに社会保障改悪粛々と　　陸山会事件、裏献金疑惑核心鮮明に
地球温暖化対策、原発事故口実の後退は許されない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鳩山前首相は、温室効果ガスの排出を２０年までに１９９０年比で２５％削減すると国連で演説しました。しかし、４月にバンコクで開かれた会議に出席した環境省の次官は、目標見直しが必要だとの考えを表明しました。温暖化対策を真に軌道に乗せるには、節電・省エネを進めるとともに、原発依存を根本的に改め、対策の重点を風力や太陽光などの再生可能な自然エネルギーに移す必要があります。民主党政権は、目標をあいまいにせず、大震災の経験に学んで揺るぎない対策をたてることによって、国際責任を果たすべきです。
急がれるリニア新幹線対策　この地域からリニア新幹線反対の声を

先日の朝日新聞声の欄に「リニア新幹線安全で必要か」という投書が載っていました。この方は、１つに地下深く走る安全性を、２つにはこれからの社会での必要性を問いておられます。私は以前から、人口減による必要性、南アルプスをぶち抜く環境破壊、ＪＲ東海の利益優先の姿勢を指摘してきました。
桑名市議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
次回の６月定例会は６月１０日から始まります。今は休会中ですが、議会からの提案作りで各常任委員会が開かれたり、議会基本条例策定のための特別委員会や総合計画後期基本計画検討のための協議会が開かれています。後期計画は４９単位施策、１３５基本事業からなっており、これに対して各派より沢山の質問が出されています。総合計画を充分精査して、議会として提言していくためにまとめ上げて行きたい。
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ｐｐ草茫々の駅東のロータリー花壇(入札中とか)　　　　　　　リニア新幹線の桑名地区の予想ルート（地図Ｚ）
ＴＶドラマ『相棒season９』第８話「ボーダーライン｣見られましたか。

福祉事務所で生活保護を申請出来ず自殺（doranyannkoより要約）
工事現場の崖下川岸から、男の転落死体が発見された。何者かに追い詰められて転落した様だが、加害者らしき足跡は採取できなかった。所持金はなく、財布には、テレカ、間もなく期限を迎える健康保険証、そして大中小の３本の鍵が入っていた。解剖の結果、胃には、死亡前２時間以内に数の子・牛肉・若芽・林檎・小麦粉・乳脂肪分という種々雑多な内容物が遺されており、何の料理を食べたか想像がつき難いものだった。奇妙に感じ事件に興味を抱いた、特命の杉下右京（水谷豊）と神戸尊（及川光博）は捜査を開始する。
男は、１９７４年生まれの３６歳。大学卒業した１９９７年は、「就職氷河期時代」、安定企業に正社員で就職することは難しく、社会人生活の１１年間は、契約社員(直接雇用)または派遣会社からの派遣社員(間接雇用)を繰り返して来た。１年位前にやっと派遣から正社員になれると喜んだのも束の間、理由も分からず解雇されたが、失業保険も出ず、今の会社では収入がかなり減って、新たな就職活動もできないのでと、金に困り頼って兄の所に来たが追い返えされる。ハローワークに相談するが、条件が満たせず失業保険も給付されない。婚約中の彼女とは、婚姻届寸前のところで収入がネックとなり、ぶつかってばかりいる内に破局となり去って行った。福祉事務所に生活相談に訪れ、生活保護を申請したいと窮状を訴えるが、生活保護は、６５歳以上を優先するし、親兄弟に頼れる人がいるからと申請自体出来なかった。本来、申請者の就活努力が確認され見極めていれば、年齢に関係なく申請を受け付ければ、家族に連絡が行き、その悲痛な叫びが届いた筈だった。しかし、職員は生活保護費削減の組織目標、住居支援付き職業訓練も満杯、自分の福祉業務オーバーフローの中、彼を見捨ててしまった。その後、色んな裏の仕事をし、究極的に仕事がなくなり、スーパーを回って試食する毎日になり、自殺を決意する。　   （2010年12/15第１回放映、インターネットで無料で見れます）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image4.jpg]
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ｐｐｐｐｐｐｐｐ５月８日、後援会の皆さんと訪れた彦根城（天守と玄宮園より）
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